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はじめに 
 

発展途上国の農村開発において、住民組織化の重要性はこれまで繰り返し述べられて

きたところである。例えば住民が小規模金融組織を作れば、政府や NGO が個々の住民

を対象に資金を供給するよりも効率的に資金管理ができ、また住民の経済的自立や交渉

力強化にもつながるとされる。しかし一方で、そうした住民の組織作りがそれほど容易

ではないことも、これまでの経験から明らかになっている。開発支援機関が資源と人員

を特定農村に集中して投入しない限り組織が作られず、また組織ができても、支援者が

引き上げた後は持続しないというケースが、しばしば報告されている。このことは、こ

れまでの開発実践が、特定開発目的のための住民組織（開発組織）を作れたとしても、

開発組織を作り出す農村地域内のメカニズム（地域社会の組織力）を作ることに必ずし

も成功していないことを意味する。 
実際、地域社会によって同じ目的を持った開発組織の形態や作られ形が大きく異なる

事例が報告されている。たとえば編者の一人がおこなった、タイとフィリピンの小規模

金融組織でみると、前者は会員の資金を集めて相互融資する貯金組合、後者は NGO の

資金を利用するグラミン銀行型組織が一般的である。また、村落組織が貯金組合設立の

中心になるタイに対して、フィリピンでは少人数の人間関係に依拠して組織が作られて

いた。 
このように地域社会の住民組織化メカニズムが異なっているならば、農村住民の組織

化を進めようとするとき、我々が注目すべきは開発組織それ自体というよりも地域社会

の方ではないだろうか。そのような問題関心に立って、本研究は、途上国農村において

住民が自らを組織し、地域の開発に自立的、持続的に参加する仕組みを、地域社会の中

にいかにして見いだし、またいかに働きかければよいかを明らかにするものである。 
本研究会は、「アジア農村における地域社会の組織形成メカニズムに関する研究」と

いうタイトルで、平成 23 年 4 月から 2 年間の予定で実施している。本報告書はその 1

年目の成果で、農村における住民の組織的活動が実際どのような形態をとり、どのよう

な担い手、どのような方法、いかなる制度に依拠しながら形成され運営されているのか、

その実態を報告することに主眼がある。また序章では、本研究会の意図と方法について、

関連する概念や先行研究を検討しながら論じた。来年度（平成 24 年度）は、こうした

事例研究をもとにして、各国の地域社会にある住民組織化メカニズムを描いていくこと

が課題になる。 
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